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 要旨 経験により襲達 し科學の慮用の未だ充分でない工業 もあるが一般に化學工業

の進歩は急速であるか ら其研究が甚必要であり研究の結果從來の方法が改良せ られる

のは勿論新工業の興 る例 も砂 くないこε。

 新工業の興つた例 εして染料工業は從來よく知 られた ものであるこミ最近の例Sし

て も澤山あるが著明な撒例を墾て設明 した。

 硬化油工業Sabatierの 研究Normannの 考案で魚油が貴重な脂肪原料ミなつた

事、將來の襲展策 εして研究すべき方面に就て述べた。

 アムモニア合成工業Haber-Boschの 研究 ミ方法の原理を設明しClaude, Casale

法等により更に有利に登展 したる事を述べた。

 液艦燃料合成問題 石炭より液膣燃料合成の意義Bergius, Fischer及Partartの

研究成績の説明 安償な水素を製造する方法

 石油分解工業 Cross法 の説明

 此等の高歴工業の進歩は特に注目すべきこS 装置製作の問題

 ヴィスコース人絹 將來に關する私見並に著者の研究結果一班 研究の蝕地多きこ

 S最 後に化學工業の研究は諸方面に渉 らねばな らぬ事。大成功は一朝一夕で畢ける

事は出來ない長い苦心ミ努力が必要であ り設備ε費用S人 材を得なければな らぬ事。

研究所は研究結果により直接工業の登達を計 る外に人材を養成する貴重な職務を持つ

て居る事を附言 した。
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